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昭
和
四
○
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
下
図
の
東
南
環
状

線
は
、
南
本
町
三
丁
目
交
差
点
か
ら
寺
沢
を
抜
け
赤
海
一
丁

目
に
至
る
未
整
備
区
間
一
、四
六
九
ｍ
が
九
月
二
四
日
に
事

業
認
可
さ
れ
た
。

　

事
業
は
主
要
地
方
道
新
潟
五
泉
間
瀬
線
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
か
ら
県
の
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
る
。
標
準
部
の
幅
員

は
十
六
ｍ
、
側
道
の
つ
く
部
分
は
二
十
七
か
ら
二
十
七
・
五
ｍ

の
二
車
線
道
路
と
な
る
。

　

総
事
業
費
は
三
十
五
億
円
を
予
定
し
て
お
り
平
成
二
十
七

年
度
か
ら
測
量
や
道
路
詳
細
設
計
を
進
め
平
成
三
十
四
年
度

を
完
成
予
定
と
す
る
。

　

本
事
業
は
、
私
が
初
当
選
し
た
平
成
十
五
年
か
ら
五
泉
市

が
県
や
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
地
権
者
や
地
域
住
民
と
の
協
議
を
重

ね
、
平
成
二
六
年
十
二
月
の
五
泉
市
都
市
計
画
審
議
会
で
都

市
計
画
変
更
を
し
た
後
、
平
成
二
七
年
九
月
二
四
日
に
事
業

認
可
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
事
業
と
並
行
し
て
五
泉
市
が
五
泉
駅
周
辺
整
備
事
業

を
行
い
旧
蒲
鉄
線
路
跡
地
を
駅
南
公
園
線
と
し
て
道
路
整
備

し
駅
南
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
予
定
だ
。

　

寺
沢
か
ら
赤
海
に
か
か
る
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
の
横
断
は
跨
線

橋
と
な
る
こ
と
か
ら
遮
断
機
に
よ
る
渋
滞
等
の
問
題
が
解
消

さ
れ
る
。
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
交
通
体
系
と
な
り
緊
急
車
両
等

の
初
動
対
応
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
り
多
く
の
住
民
の
皆
様
の
用
地
買
収
や

移
転
作
業
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
関
係
者
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
が
か
か
せ
な
い
。
こ
こ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

皆
様
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
四
年
完
成
を
め
ざ
す
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新
潟
県
は
七
つ
の
二
次
医
療
圏
に
分
け
ら
れ
て
い

る
。
左
図
の
通
り
五
泉
市
は
新
潟
医
療
圏
に
属
し
て
お

り
新
潟
医
療
圏
全
体
と
し
て
は
、
病
床
過
剰
地
域
に
該

当
し
、
人
口
十
万
人
当
た
り
の
医
師
数
、
病
院
数
と
も

県
内
で
一
番
医
療
資
源
の
多
い
医
療
圏
と
さ
れ
て
い
て

一
見
よ
さ
そ
う
に
思
え
る
。

　

し
か
し
こ
れ
は
新
潟
市
中
央
区
を
中
心
と
す
る
新
潟

市
内
に
医
療
資
源
が
極
端
に
集
中
し
て
い
る
た
め
だ
。

五
泉
市
、
阿
賀
野
市
、
阿
賀
町
の
医
師
数
の
実
態
は
新

潟
県
全
体
平
均
の
１
／
２
程
度
で
、
医
療
資
源
は
非
常

に
乏
し
い
地
域
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

　

五
泉
市
や
近
隣
市
町
は
、
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足

に
よ
る
医
療
過
疎
地
で
あ
る
。
特
に
病
院
勤
務
医
は
、

過
重
労
働
を
強
い
ら
れ
現
状
の
機
能
を
維
持
す
る
の
が

精
一
杯
な
状
況
で
あ
る
。
安
定
し
た
医
療
の
提
供
に
は

医
師
の
充
足
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

診
療
科
に
お
い
て
も
、
産
科
を
標
榜
し
て
い
る
医
療

機
関
が
無
い
。
ま
た
高
齢
者
に
多
い
循
環
器
系
疾
患
や

整
形
外
科
、
小
児
科
領
域
の
入
院
に
十
分
対
応
で
き
う

る
状
況
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
診
療
科
の
充
足
も
望
ま

れ
る
。
医
師
確
保
・
診
療
科
の
充
足
は
短
時
間
に
改
善

で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
病
病
連
携
、
病
診
連
携
を

通
じ
、
非
常
勤
医
師
の
確
保
等
、
医
師
の
絶
対
数
を
増

や
す
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
は
医
療
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
更
に
増
加
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
市
民
の
高
齢
化
が
さ
ら

に
進
み
、
そ
れ
に
伴
う
有
病
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
ま
す

ま
す
医
療
・
介
護
依
存
度
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　

ま
た
、
五
泉
市
に
お
け
る
三
大
疾
病「
が
ん
」「
心
疾

患
」「
脳
血
管
疾
患
」に
よ
る
死
亡
率
は
、
全
国
及
び
県

内
他
地
域
に
比
べ
高
く
、
検
診
受
診
率
は
低
い
。
検
診

事
業
の
強
化
に
よ
り
予
防
医
療
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
も
必
要
で
あ
り
市
民
の
特
定
検
診
受
診
の
意
識
向
上

や
受
診
率
を
高
め
る
た
め
の
施
策（
公
開
講
座
、
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
予
防
教
室
等
）が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
地
域
医
療
提
供
体
制
づ
く
り

が
急
務
と
な
る
。

　
　
　
　
　
（
参
考
資
料　

医
療
法
人
真
仁
会
）

　

五
泉
の
地
域
医
療
を
担
う
医
療
法
人
真
仁
会（
南
部

郷
総
合
病
院
、
北
日
本
脳
外
科
病
院
）は
、
五
泉
地
域

住
民
の
た
め
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
分
散
し
て
い

る
病
院
機
能
を
統
合
維
持
し
、
新
病
院
建
設
を
す
す
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

目
指
す
新
病
院
は
、
医
師
や
看
護
師
不
足
の
医
療
情

勢
下
で
、
現
状
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
集
約
し
あ
ら
た
な
地

域
完
結
型
医
療
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

■�

総
合
病
院（
急
性
期
病
棟
、
回
復
期
・
リ
ハ
病
棟
、

慢
性
期
病
棟
）と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
、
外
来
、

入
院
医
療
を
実
施
す
る
。

■�
特
定
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
、
各
種
健
診
な
ど
を
実
施

し
、
疾
病
予
防
に
努
め
る
。

■�

在
宅
医
療
、
介
護
の
支
援
を
実
施
す
る
。

■�

二
次
救
急
を
受
け
入
れ
、
入
院
治
療
を
実
施
す
る
。

■�

三
次
救
急
は
大
学
、
市
民
病
院
と
連
携
す
る
。
新
潟

大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
医
療
を
担
う
と
と
も

に
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
。

■�

回
復
期
及
び
慢
性
期
医
療
に
よ
り
、
在
宅
復
帰
に
向

け
た
地
域
包
括
型
医
療
を
提
供
す
る
。

※�

あ
ら
た
な
地
域
医
療
体
制
づ
く
り
に
は
、
民
間
と
行

政
が
密
接
に
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

□
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
に
向
け
た
取
組
み

□
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み

□
県
の
林
業
・
水
産
業
の
振
興
に
向
け
た
取
組
み

□�

住
民
の
生
活
を
支
え
る
地
域
公
共
交
通
の
維
持
に
向
け
た
取
組
み

□
安
心
・
安
全
な
道
路
交
通
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み

□
地
方
創
生
に
お
け
る
政
府
機
関
の
地
方
移
転
に
つ
い
て

□
介
護
人
材
の
確
保
に
関
す
る
取
組
み

□
県
立
高
校
の
将
来
構
想
に
つ
い
て

□
県
内
経
済
・
雇
用
・
観
光
の
概
況
に
つ
い
て

□
本
県
の
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

□
県
外
大
学
生
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
い
て

□
ひ
と
り
親
家
庭
等
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
い
て

□
魚
沼
基
幹
病
院
の
役
割
に
つ
い
て

□
加
茂
病
院
問
題
に
つ
い
て

□
認
知
症
の
早
期
診
断
の
促
進
に
つ
い
て

□
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

□
原
発
事
故
時
の
避
難
対
応
に
つ
い
て

□
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
と
可
能
性
に
つ
い
て

□
農
作
物
災
害
の
支
援
に
つ
い
て

□「
新
之
助
」の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て

□
農
作
物
の
海
外
輸
出
促
進
に
つ
い
て

□
来
年
度
の
新
型
交
付
金
に
つ
い
て

□
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
課
題
に
つ
い
て

□
テ
ロ
対
策
に
つ
い
て

□
外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
に
つ
い
て

□
少
子
化
対
策
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

□
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ド
の
実
用
化
に
つ
い
て

□
中
山
間
地
域
農
業
に
つ
い
て

□
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

□
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
予
算
確
保
に
つ
い
て

□
災
害
等
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

□
拉
致
問
題
の
解
決
に
む
け
た
取
組
み

□
い
じ
め
問
題
の
対
応
に
つ
い
て

□
成
長
分
野
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

□
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
と
港
湾
整
備
に
つ
い
て

□
農
地
の
集
積
化
に
つ
い
て

□
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
二
機
目
導
入
に
つ
い
て

□
県
央
基
幹
病
院
の
候
補
地
に
つ
い
て

□
障
害
者
や
高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策

□
そ
の
他

新
潟
医
療
圏
の
舞
台
裏

地
域
医
療
の
課
題

医
療
体
制
づ
く
り

五
泉
市
は
医
療
過
疎
か
？

新潟県７つの二次医療圏

下越医療圏

佐渡医療圏

中越医療圏

上越医療圏

魚沼医療圏

県央医療圏

新潟医療圏

医療資源が乏しい

医療資源が豊富

十
二
月
定
例
会
の
主
な
議
論


